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　　人ロの動き

　4月1日現在
男5，135（一13）
女5，211（一47）
計10，346（一6①
世帯数2，351（一6）

0内は前月比較召和51年　4／10　〃a212

広報

駕

馨
奪

騒

　　峯
穫

　
　
霧
　
婁
鎧

　
　
き
　
ゑ
　
　
　

　
　
　
騨

　
　
　
　
　
M

　
　
　
　
難
皿
．

　
　
鑓

　
　
　
　
蓼

　
　
・
難
羅
翻

　
難

轟

　
　
　
．
，
ゴ

調　
　
　
　
　
甲

　
　
ロ

　
　
，
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
，

　
灘

社風南白刷印
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
製

円5ら音で価

係
．
瀞
覧

報広室画企集編三正津根長町　町西辺行発＊

峯
、

謹
メ
乱　　　　　　　　　　　　　　磯　＝

　　　　　　　　茎
　　　　　　　幽

　　　覧響鵯繊

■
醐

磁

嚢

難

・
諮
羅

灘

、

〃

、
議

瀦醗
　

馨
繍

ただいま春の交通安全運動

の期間です．　（6日～15日）

　　特に、幼児、学児、老人など

　歩行者の事故防止を！！

4月の休日救急医一一一一一一一一

111日（日》大島医院　2－2957
118日〃　至誠堂医院　2－3276
125日　〃　十日町病院　7－5566

129日〃　中条病院　7－3018

　　驚譲難

織

醒　　　篶　　撒
’

ー
山
火
事
防
止
運
動
ー

　
五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、

　
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
た
き
火
の
後
始
末
は
完
全
に
。

※
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
。

※
強
風
、
乾
燥
時
に
は
、
マ
ッ
チ
、
ラ

　
イ
タ
ー
の
使
用
は
努
め
て
さ
け
る
。
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〔議会報告〕

新
年
度
予
算

　
　
　
　
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
に

固
定
資

　
本
会
議
、
委
員
会
と
続

い
た
予
算
審
議
も
、
十
七

産
評
価

　
　
高
橋
氏

審
査
委
に

（
室
島
）
を
決
め
る

日
の
成
立
で
一
応
の
区
切
り
が
つ
き
、

　
　
　
五
十
年
度
の
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
算
的
な
も
の
が
中
心

　
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
、
国
保
事
　
　
　
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、
七
百
五
十

業
勘
定
、
農
業
共
済
、
簡
易
水
道
及
ぴ
　
　
八
万
八
千
円
の
追
加
で
、
総
額
は
十
六

水
道
事
業
の
五
件
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
億
七
千
七
百
四
十
六
万
円
と
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　2月28日からの定例議会は、先月23日で全部を終了し
ました。

　審議の中心は、なんといっても19億5542万円（水道
企業を除く）にも及ぶ新年度予算。

　委員会での細部審査も繰り返しながら、17日には全会計

とも原案どおり可決しました。

　成立した予算の概要は、グラフを中心に別掲のとおり。そ

して、その後の議会のうごきは…………

以
後
は
休
会
、
二
十
三
日
に
再
会
し
て

五
十
年
度
の
補
正
予
算
（
五
会
計
）
や

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
、
災

　
内
容
は
、
年
度
末
を
控
え
て
の
精
算

的
な
も
の
が
中
心
と
し
て
お
り
、
例
え

ば
歳
出
で
は
、
O
老
人
医
療
費
に
百
五

十
万
円
、
〇
二
次
構
近
代
化
事
業
補
助

に
二
百
十
七
万
円
、
O
道
路
新
設
改
良

の
県
工
事
負
担
金
に
二
百
五
十
六
万
円

○
雪
害
対
策
費
に
四
百
三
十
万
、
O
教

育
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
三
千
万
円
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

　
歳
出
に
見
合
う
財
源
と
し
て
は
、
精

算
に
よ
る
不
要
額
、
予
備
費
な
ど
を
あ

て
た
ほ
か
、
町
税
、
国
庫
支
出
金
、
繰

入
金
と
い
っ
た
も
の
で
ま
か
な
っ
て
い

ま
す
。保

険
料
の
限
度
額

　
　
　
　
十
五
万
円
に

　
任
期
満
了
に
よ
る
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
に
は
、
室
島
の
高
橋
重
英
氏
（

五
十
九
歳
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
決
り

ま
し
た
。
任
期
は
四
月
一
日
か
ら
三
年

間
で
す
。

害
復
旧
工
事
の
請
負
契
約
の
変
更
な
ど

十
件
の
議
案
を
審
議
し
て
、
長
か
っ
た

会
期
の
幕
と
し
ま
し
た
。

　
前
任
者
は
、
小
白
倉
の
江
口
初
太
郎

氏
で
、
九
年
間
お
務
め
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
耕
地
災
害
復
旧
工
事
の
契
約

変
更
は
二
件
で
、
い
ず
れ
も
星
名
新
田

地
内
の
も
の
、
金
額
及
ぴ
工
期
の
変
更

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
議
会
で
は
、
町
道
の
認

定
（
上
野
の
坂
下
線
ほ
か
二
路
線
）
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
追
加
議
決
さ
れ
た
条
例

と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

O
育
児
休
業
に
係
る
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
新
設

O
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
、

　
（
保
険
料
の
限
度
額
が
従
来
は
年
十

　
二
万
円
で
し
た
が
、
こ
と
し
か
ら
十

　
五
万
円
に
な
り
ま
す
。
）

○
税
条
例
の
一
部
改
正

　
（
固
定
資
産
税
第
一
期
分
の
納
期
を

　
こ
と
し
に
限
っ
て
五
月
に
変
更
す
る

　
と
い
う
も
の
で
す
。
）

米
生
産
調
整
・
名
前
を
か
え
て

　
　
　
　
　
“
水
田
総
合
利
用
対
策
”
に

　
五
年
間
続
い
た
米
の
生
産
調
整
は
、

今
年
か
ら
〃
水
田
総
合
利
用
対
策
〃
と

名
前
を
か
え
て
、
引
き
続
き
転
作
な
ど

を
奨
励
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
制
度
は
、
五
十
一
年
度
か
ら

三
か
年
間
の
予
定
で
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
食
糧
の
自
給
力
の
向
上
と
供
給
量

の
確
保
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
特
に
不
足

ぎ
み
の
飼
料
作
物
、
大
豆
、
野
菜
な
ど

の
生
産
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
的
に
重
要
と
み
ら
れ
る

特
認
作
物
も
奨
励
金
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
単
純
休
耕
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

の
は
、
す
で
に
ご
存
知
の
と
お
り
で
す

が
、
通
年
施
行
に
よ
る
休
耕
は
、
引
き

歳
入
で
は
、

　
地
方
道
路
譲
与
税
が
新

設
さ
れ
、
道
路
整
備
財
源

に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
。

　
景
気
浮
揚
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
五
十
一
年
度
に
限

り
臨
時
市
町
村
道
整
備
債

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

歳
出
で
は
、

　
衛
生
施
設
組
合
や
常
備

消
防
な
ど
の
広
域
行
政
に

対
す
る
負
担
が
約
九
千
二

百
万
円
、
町
の
起
債
に
対

す
る
元
利
償
還
金
が
九
千

万
円
を
こ
す
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
以
下
、
予
算
の
概
要
は

次
の
グ
ラ
フ
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。

罵

続
き
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
地
目
が
田
ん

ぼ
の
養
魚
池
な
ど
も
、
通
算
し
て
三
か

年
間
は
、
奨
励
金
の
対
象
と
な
り
ま
す

（
た
だ
し
、
五
十
年
度
に
奨
励
金
を
受

け
た
水
田
に
限
る
。
）

　
奨
励
金
は
、
全
国
平
均
で
十
ア
ー
ル

当
り
通
年
施
行
が
三
万
円
、
一
般
的
な

転
作
は
三
万
五
千
円
か
ら
四
万
円
の
範

囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
対
象
水
田
は
、
原
則
と
し
て

昭
和
四
十
四
年
に
稲
の
作
付
け
が
行
わ

れ
た
水
田
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
従
前
の
規
定
と
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
三
月
末
現
在
で
は
、
一
部
不

確
定
の
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請

に
あ
た
っ
て
の
不
明
な
部
分
は
、
農
林

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
の
と
り
ま
と
め
は
、
来
月
上

旬
こ
ろ
ま
で
に
行
う
予
定
に
し
て
い
ま

す
。

不況でも　　　㌘～

金
が
無
い
か
ら

欲
し
い
も
の
が
買

え
な
い
、
仕
事
が

で
き
な
い
、
と
い

う
の
は
ど
こ
の
ご

家
庭
で
も
経
験
さ

れ
て
い
る
こ
と
、

町
の
台
所
も
、
規

模
こ
そ
ち
が
い
ま

す
が
、
全
く
同
様

で
す
。

私
た
ち
の
町
に

限
ら
ず
、
全
国
的

に
も
不
況
と
い
わ

れ
て
い
る
と
き
だ

け
に
、
お
互
い
に

不
自
由
を
し
の
ぐ

以
外
に
方
法
も
な

い
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
で

も
、
町
で
は
次
の
基
本
方
針
を
掲
げ
な

が
ら
、
手
を
ゆ
る
め
ず
に
町
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
健
康
と
福
祉
の
充
実

◎
教
育
文
化
の
向
上

◎
道
路
整
備
と
豪
雪
対
策

◎
産
業
の
振
興

◎
生
活
環
境
の
整
備

　
細
か
い
仕
事
は
、
前
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
で
す
。
（
前
号
中
、
五
十

一
年
度
は
こ
ん
な
仕
事
を
〃
め
と
こ
ろ

で
、
事
業
費
の
単
位
を
お
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
万
円
単
位
で
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。
）

　
予
算
内
容
の
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て

　　　蝋

雛

灘

　
八
日
、
仙
田
保
育
園
が
開
所
、
こ
れ
で
町
内

全
地
区
に
常
設
保
育
所
が
完
備
し
ま
し
た
。



昭和51年4月10日しにわカ》報広｛累智畿嚴編｝第212号
（3）

冒
口会般

入

町
税
の
構
成
は

207

．．o∂●●．9・。，
＝鵯’・ン・，㌔；

＝1イ零∴羅憾、

ぜ’．♂・ら」サ

、　
　
　
　
ロ
リ

　
　
．
、
∵
・
”
詣

ゆ
もご

な
　
し
こ
　
　
　
ロ
こ
　
ニ

も
．
．
．
・
．
．
・
・
．
．
“
亀
．
噺
。
．
・

艦
報
謝

D
，
●
．
・
．
・
●
．
ら
・
●
。
。
。
。
一
。
．

　
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　

　
撹
．

　
軸
魂
　
　
●
．
●
♂

．
．
。　
　
　
●齊

る見

（単位千円）

そ
の

動
　
1

自
税
o
o

軽
車
4

　寄付金4，500
　　分担金負担金35，292
　　繰越金31，000
　　　繰入金4，000
　　　地方譲与税格，500
　　　　自動車取得税交付金15，900
　　　　交通安全対策特別交付金600

窺鐸舗欝
1翻　　『／￥

ラグ

電気税
5，500

たばこ消費税
　15，500

町民税62，551

国庫支出金

1乙6，008、（q2％）∠町　債

189500
（12．8％）

町　税

20Z711
（14．0扮

7歳　入▼
1，478，720

　　　（単位千円）

歳入の内訳

県支出金
　220，842
　　（14．9％）

112972固定資産税

地方交付税
　　585，000

　　（3q6％）

　町民1人当りの税額は

町民税　　　　固定資産税

＝

“

や
、
瓠
甦

0
11，596円

電気税

6，044円

たばこ消費税

　　」～＞

－
蓼

551円

他のそ

1，498円

軽自動車税

15

　　　　　20円

2万75円計合586円

b 自1男一r昇各貝り 1，444，888 1．47872

4
うつりかわり

5
（単位 千円）

2

1
98ZOOO

0

9
782888

8
721，580

7億
円

47年 48 49 50 51

1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
4
－
　
　
　
　
4
－
　
　
　
　
－
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一般会計

　　歳　出

環境衛生費　約45％
予防費　　　約13％
母子センター約10％など’

議会費
29，895

その他
6，950

70，994

衛生費　　　公債費
　　　　　103，183

の内訳

292，288

1，478，720千円

商工費
13，635
　　　　　総務費

　　　　210，650
　消防費
59，095

災害復旧費

20，538

農林水産業費

　　　　　民生費

　　　183，871

　教育費

259，563

利子約60％

元金

約40％

　土木費

228，058

2次構　約50％
林業　約20％
その他農業振興
国土調査など。

児童福祉（保育所等）

約　60％
老人福祉　約20％
その他年金事務など

道路新設改良

約　73％
雪害対策約13％
その他河川費など

小学　　約ろ0
中学校　約28％
社会教育約18％
その他幼稚園
保健体育費など

10111伽9●・・9川0191璽ll””3。・・6川1”9聖IOOO・…III”lllml9・・6・．8lll”lmll。・・9・川”””ロIII6・65川塵llIII鍵119・一・・川川Illl”99・850川1””18墜II・・…1川”llロIll・・9・IIII””匿”11・93。661量1””””81・・60111艦Illl聖ll

25

24

2
10

9

7

5

ろ

1千万

特別会計の予算規模

霞』51年度

皿』5。年度

国保事業　　簡易水道　　農業共済　国保施設　　歯科診 へき診
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社
員
・

社
費

増
強
の
お
願
い

日
赤
川
酉
町
分
区
か
ら

　
皆
さ
ん
か
ら
よ
せ
ら
れ
る
あ
た
た
か

い
善
意
に
よ
り
、
日
赤
活
動
も
年
ご
と

に
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
社
員
、
社
費
増
強
運
動
期
間
（
四
月

中
）
に
あ
た
り
、
昨
年
の
実
績
や
ら
活

動
の
一
端
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
、

☆
実
績

　
　
一
般
社
員
　
二
、
二
八
O
人

　
　
社
費
額
　
六
八
三
、
七
〇
〇
円

☆
活
動

　
O
入
学
児
童
交
通
安
全
帽
の
配
布

　
○
老
人
安
全
づ
え
の
配
布

　
○
急
緊
薬
品
の
購
入

　
○
献
血
友
の
会
の
育
成

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
県
が
目
標
と
し
て
い
る
三
百

／

円
社
費
も
、
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
ま
す
が

未
加
入
の
方
や
、
新
し
い
世
帯
の
方
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
運
動
期
間
を
通

じ
．
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
、
社
員

四
月
一
日
よ
り
改
正

　
　
　
　
産
業
育
成
資
金

　
四
月
か
ら
、
産
業
育
成
資
金
の

貸
付
け
が
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
貸
付
額
　
　
一
五
〇
万
円
以
内

　
返
済
期
間
二
〇
か
月
以
内

　
貸
付
利
率
年
七
パ
ー
セ
ン
ト

社
費
増
強
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

“
町
を
緑
で
つ
つ
み
ま
し
ょ
う
”

　
　
　
　
H
緑
の
羽
根
募
金
運
動
中
で
す
”

　
〃
町
を
緑
で
つ
つ
み
ま
し
よ
う
。
〃

　
今
月
は
、
緑
の
羽
根
募
金
運
動
の
月

で
す
。
目
標
は
二
千
三
百
本
、
金
額
に

し
て
約
五
万
円
。

　
す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
、
町
で
も

　先月23日、児玉画伯の作品展には、811人が訪ず
れ、美しい屏風に見入っていましたo

　　今月22日には克雪センターで公開

　仙田地区の方々、今月22日には克雪管理センタ
ーでも公開しますo午前9時30分から午後4時ま
でです。お楽しみに〃

林
分
改
良
事
業
や
、
町
行
造
林
の
制
度

を
中
心
に
、
町
内
の
緑
化
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

〃
緑
ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り
〃
に
、
こ

ぞ
っ
て
参
加
い
た
し
ま
し
よ
う
。

　
な
お
、
昨
年
の
募
金
運
動
の
実
績
は

七
万
三
千
八
百
円
、
こ
の
う
ち
三
万
二

千
円
く
ら
い
が
町
に
還
元
さ
れ
、
川
西

中
や
幼
稚
園
の
植
樹
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

福
祉
年
金

　
　
　
　
　
現
況
届
け
を

　
　
　
　
　
忘
れ
ず
に
〃
”

　
五
月
六
日
は
、
福
祉
年
金
の
支
払
い

日
で
す
が
、
例
年
の
よ
う
に
現
況
届
け

提
出
の
た
め
証
書
を
回
収
し
ま
す
。

　
当
日
、
役
場
の
係
が
次
の
場
所
に
出

張
し
ま
す
の
で
、
年
金
の
支
払
い
を
受

け
た
ら
、
忘
れ
ず
に
証
書
を
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
六
日
に
都
合
の
で
き
な
い
方

は
、
直
接
役
場
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
。

　
五
月
六
日
、
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
千
手
地
区
　
　
　
役
場
社
会
課

上
野
地
区

橘
地
区

仙
田
地
区

上
野
郵
便
局

橘
郵
便
局

仙
田
郵
便
局

国民年金

保
険
料
が
千
四
百
円
に

　
　
　
前
納
は
今
月
中
に
手
続
き
を

　
一
月
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

今
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
月

額
千
四
百
円
に
な
り
ま
す
。

　
附
加
年
金
の
保
険
料
は
、
今
ま
で
ど

お
り
四
百
円
で
す
の
で
、
こ
の
加
入
者

は
、
月
額
千
八
百
円
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
一
年
分
の
保
険
料
（
五
十

一
年
四
月
か
ら
五
十
二
年
三
月
ま
で
）

を
前
納
し
て
い
た
だ
く
の
が
今
月
で
す

町
文
芸
の
会
が
ス
タ
も

　
　
　
　
　
そ
の
名
は

　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
　
，
ふ
き
の
と
う
”

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
町
に
〃
文

芸
の
会
〃
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
名
も
雪
ど
け
に
ふ
さ
わ
し
く

萎
灘
辮

継

欝
聾
　

〃
ふ
き
の
と
う
〃

早
春
の
中
に
見
つ

け
る
〃
ふ
き
の
と
う

〃
は
、
鮮
明
な
美
し

さ
と
と
も
に
、
力
強

い
生
命
力
さ
え
感
じ
さ
せ
ま
す
が
、

こ
ん
な
忍
耐
強
さ
と
、
自
然
美
へ
の

あ
こ
が
れ
を
、
町
の
文
芸
発
展
に
結

　
　
　
　
ぴ
つ
け
て
命
名
し
た
も
の

　
　
　
　
　
い
ま
の
と
こ
ろ
会
員
は

　
　
　
　
二
十
歳
か
ら
七
十
一
歳
ま

　
　
　
　
で
の
男
女
八
名
、
い
さ
さ

　
　
　
’
か
心
も
と
な
い
人
数
と
は

い
い
な
が
ら
、
ど
う
し
て

ど
う
し
て
、
〃
ふ
き
の
と

う
〃
の
一
同
は
や
る
気
十

分
。　

〃
き
っ
と
立
派
な
会
を

つ
く
り
あ
げ
ま
す
。
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
で
す
。
〃
と
発
足
に
あ

た
っ
て
会
長
に
推
さ
れ
た

大
海
白
濤
さ
ん
（
霜
条
）

以
下
口
を
そ
ろ
え
て
そ
の

意
気
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま

し
た
。

一くみ取り料金の変更～

　し尿のくみ取り料金

が、今月1日から次の

ように改正されました

　10432円
※申込みは、木島の斉
　木政治さんへo
（電話⑧一3155有線2865）

の
で
、
希
望
者
は
四
月
中
に
必
ず
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
の
構
成
は
、
暫
定
的
な
か
た
ち

で
、
会
長
は
前
記
の
大
海
さ
ん
、
副

会
長
は
、
羽
鳥
静
波
さ
ん
（
伊
友
）

金
子
洋
石
さ
ん
（
大
倉
）
に
お
願
い

し
、
以
後
増
員
を
は
か
り
な
が
ら
体

制
が
た
め
を
す
る
予
定
。

　
文
芸
と
い
え
ば
、
範
囲
は
広
く
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
俳
句
が
中
心

に
な
る
模
様
で
、
ほ
か
に
川
柳
、
作

文
な
ど
を
希
望
す
る
人
も
少
々
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
月
に
一
回
は
集
っ

て
、
自
己
を
み
が
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
も
う
少
し

仲
間
が
ほ
し
い
と
い
う
の
が
メ
ン
バ

ー
全
員
の
気
持
。

　
「
私
た
ち
も
し
ろ
う
と
ば
か
り
で

す
の
で
、
気
軽
に
入
会
し
て
く
だ
さ

い
。
大
勢
の
仲
間
で
町
の
文
芸
を
守

り
、
育
て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
継

と
、
呼
ぴ
か
け
て
い
ま
す
。

　
初
歩
の
人
、
し
ろ
う
と
の
方
、
こ

ん
な
機
会
に
た
め
ら
わ
ず
に
い
か
が

で
し
よ
う
か
。

　
（
写
真
・
初
会
合
で
〃
ふ
き
の
と

う
〃
と
名
命
、
早
く
も
意
欲
を
わ
か

せ
る
会
員
）

，
～
町
内
さ
イ
ぽ
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町内二鴛つて小さな親切運動を”

　
小
さ
な
親
切
と
は
、
や

ろ
う
と
思
え
ば
だ
れ
に
で

も
で
き
る
こ
と
。

　
例
え
ば
、
公
園
や
神
社

な
ど
公
共
の
場
所
の
清
掃

車
内
で
の
席
の
譲
り
合
い

福
祉
施
設
の
慰
問
な
ど
…

　
こ
う
し
た
こ
と
を
、
グ

ル
ー
プ
で
や
ら
れ
た
ら
さ

ら
に
す
は
ら
し
い
親
切
と

な
り
ま
す
。

　
い
ま
、
町
の
小
さ
な
親

切
運
動
は
、
大
勢
の
仲
間

に
は
ぐ
く
ま
れ
な
が
ら
、

盛
り
あ
が
り
を
み
せ
て
い

ま
す
。
こ
と
し
か
ら
は
、

町
の
婦
人
会
の
皆
さ
ん
も

参
加
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ

と
親
切
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
引
き
続

い
て
皆
さ
ん
に
も
呼
ぴ
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
あ
な

た
の
手
も
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
は
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

三
件
の
香
典
返
し

　
野
口
の
滋
野
一
郎
さ
ん
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
父
富
治
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
五
万
円
。

　
岩
瀬
の
小
川
充
さ
ん
か
ら
、
亡
く
な

ら
れ
た
父
耕
平
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し

て
二
万
円
。

　
坪
山
の
中
村
茂
一
さ
ん
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
養
母
ミ
ヨ
さ
ん
の
香
典
返
し

と
し
て
三
万
円
。
い
ず
れ
も
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
町
の
人
事
△

▽
退
職
∠
二
月
三
＋
百
付

教
委
学
校
教
育
係
・
星
名
イ
シ
　
総
務

課
庶
務
係
・
井
上
マ
ス
　
建
設
課
土
木

第
二
係
・
根
津
英
子
　
十
高
川
西
分
校

・
高
橋
英
一

▽
髭
∠
四
月
百
付

南
原
保
育
園
長
心
得
・
数
藤
敦
子
（
千

手
保
育
園
）

▽
兼
言
月
百
付

教
委
社
会
教
育
係
長
兼
体
育
館
長
・
星

名
四
郎
（
教
委
社
会
体
育
係
長
）

▽
配
置
換
ん
／
四
月
一
日
付

建
設
課
土
木
第
二
係
・
水
落
イ
ッ
（
教

委
庶
務
係
）
　
同
・
平
野
修
（
土
木
第

一
係
）
　
同
第
一
係
・
高
橋
正
司
（
産

業
課
共
済
係
）
　
産
業
課
共
済
係
・
五

十
嵐
一
男
（
農
政
係
）
　
同
農
林
係
・

水
品
文
夫
（
国
土
調
査
課
）
　
同
・
数

藤
久
（
社
会
課
援
護
係
）
　
同
農
政
係

高
橋
伸
一
（
総
務
課
庶
務
係
）
　
国
土

調
査
課
・
村
越
久
吉
（
建
設
課
土
木
第

二
係
）
　
社
会
課
援
護
係
・
川
崎
孝
一

（
年
金
係
）
　
教
委
学
校
教
育
係
・
高

橋
エ
イ
（
教
委
庶
務
係
）

橘
保
育
園
長
・
白
井
マ
サ
（
南
原
保
育

園
長
）
　
上
野
保
育
園
長
心
得
・
小
林

恵
美
子
（
千
手
保
育
園
長
心
得
）
　
千

手
同
・
角
谷
幸
江
（
上
野
同
）
　
仙
田

同
・
春
日
泰
子
（
橘
同
）
　
千
手
保
育

園
・
星
野
キ
ョ
子
（
南
原
保
育
園
）

同
・
上
村
和
子
（
川
西
幼
稚
園
）
　
南

原
保
育
園
・
高
橋
敏
子
（
橘
保
育
園
）

同
・
小
杉
加
代
子
（
上
野
同
）
　
同
・

高
橋
ミ
チ
子
（
同
）
　
上
野
保
育
園
・

柳
英
子
（
南
原
同
）
　
同
・
山
田
利
子

（
橘
同
）
　
同
・
江
口
ト
ク
（
同
）

橘
保
育
園
・
石
沢
昌
子
（
南
原
同
）

同
・
竹
村
敏
子
（
上
野
同
）
　
同
・
高

橋
良
子
（
社
会
課
援
護
係
）
　
同
・
水

落
恵
美
子
（
南
原
保
育
園
）
　
仙
田
保

育
園
・
高
橋
智
恵
子
（
上
野
同
）
　
同

斉
藤
節
子
（
千
手
同
）
　
同
・
石
田
靖

子
（
橘
同
）
　
同
・
南
雲
美
知
子
（
上

野
同
）
　
同
・
小
林
文
子
（
仙
田
給
食

調
理
場
）
　
総
務
課
庶
務
係
・
石
川
ヨ

シ
（
千
手
保
育
園
）

▽
　
採
用
／
四
月
一
日
付

建
設
課
土
木
第
一
係
・
星
名
和
幸
　
国

土
調
査
課
・
高
橋
和
弘
　
教
委
庶
務
課

・
戸
田
久
美
子
　
千
手
保
育
園
・
小
林

文
子
　
同
・
林
み
ど
り
　
南
原
保
育
園

・
金
子
由
子
　
上
野
保
育
園
・
村
山
貴

代
美
　
同
・
野
沢
千
恵
美
　
同
・
庭
野

加
代
子
　
橘
保
育
園
・
高
橋
セ
ッ
　
同

・
佐
藤
文
江
　
同
・
野
沢
澄
枝
　
仙
田

保
育
園
・
小
林
伸
江
　
総
合
セ
ン
タ
ー

・
太
田
善
次
郎
　
川
西
幼
稚
園
・
小
林

正
一

＝
＝
＝
＝
＝
＝
噛
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
二
＝
＝
＝

子
供
の
写
真
が

　
　
親
し
め
る
広
報
に
も
…

　
　
学
校
町
平
野
綱
一
さ
ん
働

ぐ蕗勧6籔覇南轟

O
子
供
の
写
真
が
多
い
の
は

ほ
ほ
え
ま
し
く
、
親
し
め
る

広
報
紙
づ
く
り
と
思
う
。

O
広
報
は
、
行
政
と
住
民
の

パ
イ
プ
役
、
か
た
い
内
容
や

お
知
ら
せ
的
な
こ
と
が
中
心

で
も
し
か
た
な
い
。
全
町
民

に
、
紙
面
の
全
て
を
読
ん
で

ほ
し
い
と
す
る
期
待
も
わ
か
る
が
、
極

端
に
そ
の
こ
と
に
こ
だ
わ
る
必
要
も
な

い
と
思
う
。

O
紙
面
の
変
化
を
ね
ら
い
す
ぎ
て
、
た

　
て
、
よ
こ
組
を
乱
用
す
る
と
見
に
く
い

　場

合
も
あ
る
の
で
は
・
：
・
：

○
今
後
は
、
専
門
的
で
な
く
て
も
い
い

　
か
ら
、
史
跡
、
文
化
財
的
な
も
の
の
紹

介
を
願
い
た
い
。
　
　
（
高
校
教
諭
）

●
■
1
墨
．
0
0
0
曝
1
0
0
6
0
8
1
■
0
■
O
l
ー
■
O
．
5
璽
1
■
0
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
に
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
館
吹

　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
民
し

　
　
　
　
　
3
　
　
　
ら
公
を

　
　
　
　
　
　
　
　
譲
か
の
製

　
　
　
　
　
　
　
　
－
簸
会
原
く
o

　
　
　
　
　
　
　
　
聴
友
下
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
嬢
猟
、
の
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ず
町
田
ジ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
キ
き

胃 …
働覧鶏隻驚亀

隅
戸
籍
の
窓
か
ら
脚

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

藻渠灘罐翻曽累
克恵和博悦宏政智隆和
　子生　子行実淳淳明
英文政栄恒光政静静満
雄一義一信雄信雄雄

長長長長長長長二長三
男女男男女男男男男男

佐
久
間
貴
之

川
崎
和
也

田
口
宏
之

小
白
倉

木
落

木
落

沖
立

中
央
町

赤
谷

山
野
田

野
口

中
屋
敷

上
野

美
紀
造
長
男
発
電
所
通

孝
一
長
男
越
ケ
沢

忠
政
長
男
木
落 9

佐
藤
け
い
子
　
秀
夫
　
長
女
　
神
社
町

渡
邊
茂
　
幸
治
二
男
四
郎
兼

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に
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新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎

渡
邊
金
平

春
川
梅
子

高
橋
稔

冨
井
ミ
チ
子

大
平
勝
政

澤
田
節
子

保
坂
勝
安

鈴
木
ち
ゑ
子

平
野
悟

小
林
ケ
イ
子

池
竹
広

福
原
八
重
子

茂
野
正
明

根
津
貞
子

目
黒
　
一
好

蔵
品
ひ
ろ
み

平
野
市
郎

南
雲
は
ま
の

星
名
是

星
名
美
江
子

上
野

＋
日
町
か
ら

青原上三
領野

か
ら

田森
か
ら

大
臼
倉

秋
田
か
ら

四
郎
兼

＋
日
町
か
ら

原
田

小
千
谷
か
ら

藤
沢

＋
日
町
か
ら

東
善
寺

上上中上霜
条
か
ら

町里
か
ら

野野
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

翻麟隣燦曽嵜
ツミ武ノ玉定耕洋敏哲
ルヨ治イ治男平一彦也

中
川
ヨ
キ
イ

江
口
慶
作

清
水
料

坪岩上岩野岩岩木上

山瀬野瀬口瀬瀬落野

高
原
田

仁
田

小
自
倉

下
平
新
田

八八八七七七七七七六四二一
七六二九八七六〇〇八〇四一

納
税
メ
モ

直
接
税
（
続
）

　
例
え
ば
、
所
得
税
は
所
得
再
配

分
の
機
能
が
強
く
、
応
能
要
素
が

重
視
さ
れ
、
税
率
の
累
進
度
が
き

ぴ
し
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
住
民
税
は
、
住
民
が
そ
の
自

治
体
の
費
用
を
、
能
力
に
応
じ
て

分
担
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
住
民

会
費
的
な
性
格
が
重
視
さ
れ
、
税

率
の
累
進
度
も
そ
れ
ほ
ど
き
ぴ
し

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
住
民
税
は
、
前
年
の

所
得
に
対
す
る
課
税
が
所
得
税
と

異
っ
て
い
ま
す
。
　
（
終
）

　
納
税
メ
モ
は
、
今
月
で
終
り
ま

す
。

　
　
　
　
（
小
わ
渉

バ
ス
の
客
皆
黙
し
お
り
花
の
雨

種
下
し
素
足
に
土
の
あ
た
た
か
き

　
　
　
　
　
　
　
新
町
敏
　
　
子

仏
前
の
水
仙
一
つ
う
し
ろ
向
き

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

新
し
き
花
買
い
求
め
灌
仏
会

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
良
子

好
ま
れ
し
走
り
蕗
煮
る
母
の
忌
に

　
　
　
　
　
　
高
倉
高
橋
一
葉

別
荘
の
子
と
春
ス
キ
ー
笑
い
合
う

　
広
報
俳
壇
開
設
以
来
休
み
な
く
投
稿

し
て
来
ら
れ
た
江
ロ
凡
石
さ
ん
が
逝
去

さ
れ
た
。
絶
句
に
「
ゆ
く
先
を
風
に
ま
か

せ
て
散
る
落
葉
」
と
短
冊
に
誌
さ
れ
た

と
家
族
か
ら
聞
き
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。




